
2008

12
No.643

平成20年12月1日発行

特
集
１

今
年
も
残
り
わ
ず
か

広
報
写
真
で
振
り
返
る
、２
０
０
８
年

特
集
２

ち
ょ
っ
と
待
っ
て　
そ
の
振
り
込
み
は
、
大
丈
夫
で
す
か
？

振
り
込
め
詐
欺
事
件
が
多
発
中

市
政
の
動
き

Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
、「
ブ
ル
ネ
ル
賞
」を
受
賞　

な
ど

広報
Hyuga City Public Relations



特
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１

今
年
も
残
り
わ
ず
か

広
報
写
真
で
振
り
返
る
、
２
０
０
８
年

今年も残りわずか　広報写真で振り返る、2008年　

１
東
郷
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
日
向
第
２
工
場

が
、
東
郷
工
業
団
地
に
落
成（
14
日
）／

市
内
出
身
で
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
黒
木
知と
も
ひ
ろ宏

さ
ん
と
、
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
青
木

宣の
り
ち
か親
選
手
に
市
民
栄
誉
賞（
23
日
）

２
起
亜
タ
イ
ガ
ー
ス
が
春
季
キ
ャ
ン
プ

(

１
月
31
日
～
25
日
）／
茨
城
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
が
日
向
キ
ャ
ン
プ（
３
日
～
10

日
）／
冠
岳
ふ
る
さ
と
千
年
の
森
づ
く
り
植
樹

祭（
24
日
）

３
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
完
成
／
牧

水
の
新
資
料
30
数
点
が
見
つ
か
る
／

大
三
商
行
サ
ン
テ
ッ
ク
事
業
部
と
細
島
４
区
に

工
場
増
設
の
立
地
調
印（
７
日
）／
日
知
屋

−

財

光
寺
通
線
が
開
通（
８
日
）／
JR
日
向
市
駅
西
口

駅
前
広
場
が
完
成（
９
日
）／
日
向
市
新
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
が
内
閣
総
理
大
臣
の
認

定（
12
日
）／
大
王
町
で
コ
ン
ビ
ニ
強
盗
が
発
生

（
12
日
）／
日
向
市
長
選
挙
で
黒
木
健
二
さ
ん
が

再
選（
23
日
）

４
日
向
市
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
／
日

向
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
／
す
べ

て
の
小
中
学
校
で
英
会
話
科
の
授
業
が
開
始

（
１
日
）／
日
向
市
消
防
団
を
再
編（
１
日
）／
大

王
谷
小
中
学
校
が
開
校（
１
日
）／
牧
水
記
念
文

学
館
館
長
の
伊
藤
一
彦
さ
ん
が
、
迢
空
賞
を
受

賞（
15
日
）／
若
山
牧
水
書
簡
展
第
３
部（
20
日

～
６
月
22
日
）

5
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
実
行
委
員

会
が
、
県
地
域
づ
く
り
顕
彰
奨
励
賞

を
受
賞（
９
日
）／
ハ
ワ
イ
州
モ
ミ
ラ
ニ
小
学
校

児
童
が
日
向
市
を
訪
問
し
交
流（
10
か
ら
14
日
）

6
日
向
市
景
観
基
本
計
画
を
策
定
／
塩

見
の
黒
田
豊
さ
ん
宅
の
ツ
ル
バ
ラ
園

が
閉
園
。
感
謝
状
を
贈
る
／
与
謝
野
晶
子
短
歌

文
学
賞（
21
～
22
日
）

7
九
州
初
、
か
な
の
大
家「
榎
倉
香
邨
」

個
展（
５
日
～
21
日
）／
日
向
市
農
業

委
員
会
委
員
を
改
選（
６
日
）／
第
25
回
日
向
ひ

ょ
っ
と
こ
夏
祭
り（
19
～
20
日
）

8
９
代
目
国
際
交
流
員「
デ
ビ
ッ
ド
」が

着
任（
１
日
）／
一
般
特
定
行
政
庁
へ

移
行
／
県
道
土
々
呂
日
向
線
が
開
通（
29
日
）

9
「
ふ
る
さ
と
日
向
市
応
援
寄
附
金
」の

募
集
を
開
始
／
牧
水
祭
、
創
作
社
全

国
大
会（
17
日
）／
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
と
企
業

立
地
の
調
印（
30
日
）

10　
JR
日
向
市
駅
が
ブ
ル
ネ
ル
賞
を
受
賞

　
（
１
日
）／
新
教
育
長
に
北
村
秀
秋
さ

ん
が
就
任（
１
日
）／
第
13
回
若
山
牧
水
賞
に
、

歌
人「
日ひ
た
か高

堯た
か
こ子

さ
ん
」が
決
ま
る（
21
日
）／
細

島
４
区
に
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
・
ハ
イ
ポ
ア
日

向
工
場
が
起
工（
30
日
）

11　
海
の
駅「
ほ
そ
し
ま
」オ
ー
プ
ン（
21

　

日
）／
第
１
回
日
向
市
民
ふ
る
さ
と

花
火
大
会（
22
日
）

12 　

日
向
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
、
全
国
大

　
会
初
出
場
。
夢
の
花
園
へ（
27
日
）

 2008.12 　��　 2008.12

皆
さ
ん
の
２
０
０
８
年
は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
。

今
年
も
日
向
市
で
は
、
各
種
行
事
や
施
設
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
一
年
の
分
野
ご
と
の
主
な
出
来
事
な
ど
を
広
報
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。 

平日時間外の初期救急診療への対応
と、二次救急医療機関の負担軽減を。
来年４月の初期救急診療所の新設が
決まる。写真は、北町の建設予定地。

地域
医療

「市民どうしが支えあい、だれもが住
みなれた地域で安心して暮らせるま
ち」をつくろうと日向市地域福祉計画
を策定。写真は、ふれあいフェスタ。

福祉

妊婦健康診査の無料回数を拡大（２

回から５回に）、乳幼児医療助成費を

小学校就学前まで無料化。安心して

地域で子育てができる支援策を充実。

子育て
支援

市民まちづくり支援事業やひまわり
基金事業などで市民主体のさまざま
な事業が。11 月には第１回花火大会
も。写真は、牧水なりきり旅人ツアー。

協働

市内全小中学校で英会話科授業がス
タート。大規模併設型小中一貫校「大
王谷小中学校」開校。来春の越表小学
校（写真は運動会）の統廃合も決まる。

教育

市民生活を脅かすコンビニ強盗や子
どもたちへの声かけ事案などが発生。
ボランティアで市内をパトロールす
る青パト（青色回転灯装備車）も登場。

防犯

任期満了に伴う日向市長選挙が３月
23日執行。黒木健二さんが再選、第
16代日向市長に就任。はじめての市
民主導マニフェスト型公開討論会も。

市政

若山牧水没後80年記念。与謝野晶子
短歌文学賞日向スペシャル牧水編や
榎倉香邨の書、牧水「命の砕片」をか
く展など。写真は、創作社全国大会。

文化

東郷町域への消防分遣所の設置や市
立養護老人ホーム鈴峰園の指定管理
者制度導入など、合併調整が進む。市
長が地域協議会に諮問。答申がある。

合併
調整

東郷メディキット日向第２工場が落
成。細島４区に旭化成ケミカルズ・
ハイポア日向工場 K1が着工など、世
界最先端技術の工場立地が相次ぐ。

企業
誘致

今後の日向市の農林水産業振興の指
針となる「農林水産業振興計画」を策
定。「中小企業振興計画」も策定作業
が進んでいる。写真は、へべす研究会。

産業

平成18年度から取り組んできた細島
地区「食の拠点づくり事業」の集大成、
海の駅「ほそしま」が完成。11月21日
オープン、郷土料理などを提供する。

観光

ごみの減量化、資源化の促進をしよ
うと「一般廃棄物処理の有料化」「そ
の他プラスチック製容器包装の資源
化」について、審議会で審議が進む。

環境

都市計画道路日知屋−財光寺通線や
県道土々呂日向線が開通。東九州自
動車道門川 IC −日向 IC 間の工事
も順調に進む。写真は、塩見地区。

くらし

新日向市中心市街地活性化基本計画
が、内閣総理大臣の認定。定住自立圏
構想先行実施団体にも選ばれるなど、
将来に向けたまちづくりが着々と。

まち
づくり



I N F O R M A T I O N

大掃除はお早めに！
年末年始のごみカレンダー
　年末は迎春準備などで、例年各家庭から大量のごみが出されます。市
は、次のとおり年末年始の特別収集を行います。早めの大掃除で早め
のごみの排出にご協力ください。 問環境整備課業務係　☎53・2256

◉年末年始のごみ収集など
　１月５日㈪からは、ごみ・し尿とも、通常どおりの業務です。下のカレンダー
で確認してください。

年末年始のごみカレンダー
月　日

区　分

12月
December　2008

1月
January　2009

23日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日
祝 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

ご　
み

ごみ収集
環境整備課☎53・2256 × ○ × × ○ ○ × × × × × ○
清掃センター（持ち込み）
8：30 〜 16：00
☎53・3401

× ○ × ○ ○ ○ ◎
午前中

× × × ○ ○

ひゅうがリサイクル
センター（持ち込み）
8：30 〜 16：00
☎55・0055

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

し　
尿

日向衛生公社
☎54・5111 × ○ ○ × × × × × × × × ○
都農衛生公社
☎0983・25・0149 × ○ × × × × × × × × × ○

◎清掃センターへのごみ持ち込みは、12月31日㈬は12時までです。

◉ごみの持ち込み
　燃やせるごみ、古紙類は｢清掃センター｣へ。燃やせないごみ、古紙以
外の資源物（缶類・びん・ペットボトル・発泡トレイ類など）は｢ひゅうが
リサイクルセンター｣へ持ち込んでください。ごみはきちんと分別をして
持ち込みましょう。

 

◉お願い
年末は両施設とも、ごみの
直接持ち込みが多く、施
設内や付近の道路が大変
混雑します。大掃除は余
裕を持って早めに済ませ、
早めのごみ持ち込みをお
願いします。

�　 2008.12

特
集
２
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巧
妙
な
手
口
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で

そ
の
電
話「
振
り
込
め
詐
欺
」で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

～
振
り
込
め
詐
欺
～

み
ん
な
知
っ
て
い
る
け
れ
ど

　
振
り
込
め
詐
欺
と
は
、オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

架
空
請
求
詐
欺
、
融
資
保
証
金
詐
欺
、
還

付
金
等
詐
欺
の
総
称
で
す
。
特
に
今
年
は

「
税
金
を
還
付
し
ま
す
」な
ど
と
い
っ
て
Ａ

Ｔ
Ｍ
機
を
操
作
さ
せ
、
お
金
を
振
り
込
ま

せ
る
還
付
金
等
詐
欺
が
多
発
。
依
然
と
し

て
家
族
な
ど
を
装
い
電
話
を
か
け
信
用
さ

せ
る
手
口
の「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」も
多
発
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
は
、
郵
便
事
業

の
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
な
ど
を
悪
用
し
て
送
金

さ
せ
る
な
ど
、
手
口
は
巧
妙
化
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
１
～
９
月
ま
で
の
間
に
、

日
向
市
内
で
発
生
が
確
認
さ
れ
た
件
数
は

13
件（
被
害
総
額
７
８
３
万
円
）で
、
被
害

は
深
刻
で
す
。

　

被
害
に
あ
っ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が「
振

り
込
め
詐
欺
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ま

さ
か
自
分
が
被
害
に
あ
う
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
」と
話
す
そ
う
で
す
。 

◉
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

親
族
、
警
察
な
ど
を
装
っ
て
電
話
を
か

け
、
い
ろ
い
ろ
な
名
目
で
現
金
を
振
り
込

ま
せ
よ
う
と
し
ま
す（
市
内
で
１
件
発
生

＝
被
害
額
２
０
０
万
円
）。

◉
架
空
請
求
詐
欺（
恐
喝
）

　

債
権
回
収
団
体
な
ど
を
装
っ
て
有
料
サ

イ
ト
の
利
用
料
金
な
ど
、
架
空
の
事
実
を

口
実
に
し
た
請
求
書
を
送
付
し
、
指
定
口

座
へ
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す

（
市
内
で
の
発
生
確
認
は
な
し
）。

◉
融
資
保
証
金
詐
欺

　

実
際
に
は
融
資
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず「
低
金
利
や
有
利
な
条
件
で
融
資
し
ま

す
よ
」と
ハ
ガ
キ
な
ど
を
送
り
つ
け
、
融

資
を
申
し
込
ん
で
き
た
人
に
対
し
て
、
保

証
金
な
ど
の
名
目
で
現
金
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
し
ま
す（
市
内
で
11
件
発
生
＝
被

害
総
額
43
万
円
）。

◉
還
付
金
等
詐
欺

　

税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
の
職

員
を
名
乗
り
、還
付
金
や
返
戻
金
名
目
で
、

あ
た
か
も
税
金
な
ど
を
還
付
す
る
手
続
き

で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま

で
誘
導
。
そ
の
後
、
携
帯
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
指
示
し
、
口
座
か
ら
犯
人
の
口

座
へ
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す

（
市
内
で
１
件
発
生
＝
被
害
額
５
４
０
万

円
）。

※
い
ず
れ
の
手
口
も
、
お
金
の
振
り
込
み

を
要
求
す
る
も
の
で
す
。

　

万
が
一
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
警
察
署
や
金
融
機
関
に
連
絡
し
、
振

り
込
ん
だ
預
金
口
座
な
ど
の
取
引
停
止
を

求
め
て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も「
何
か
お
か
し
い
」と
思
う
よ

う
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
慌
て
ず

毅
然
と
し
た
態
度
で
撃
退
し
ま
し
ょ
う
。

◉
振
り
込
め
詐
欺
撃
退
法

・
慌
て
な
い
、
動
揺
し
な
い
。

・
電
話
の
相
手
に
家
族
に
し
か
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
質
問
す
る
。

・
必
ず
本
人
や
、
関
係
機
関
に
問
い
合
わ

せ
る
。

・
振
り
込
む
前
に
必
ず
家
族
や
ま
わ
り
の

人
に
よ
く
相
談
す
る
。

・
警
察
や
相
談
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
る
。

　

現
在
、
警
察
や
金
融
機
関
は
振
り
込
め

詐
欺
を
未
然
に
防
ご
う
と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現

金
自
動
受
払
機
）を
巡
回
し
警
戒
し
て
い

ま
す
。

問
市
民
課
市
民
相
談
係
☎
55
・
９
１
１
１

ち
ょ
っ
と
待
っ
て　
そ
の
振
り
込
み
は
、
大
丈
夫
で
す
か
？

振
り
込
め
詐
欺
事
件
が
多
発
中 

相談窓口はこちら

◉日向警察署生活安全課
　☎ 53・0110
◉市民課　市民相談係
　☎ 55・9111（直通）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
宅
・
林
野
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節

　
冬
場
は
暖
房
器
具
な
ど
、
火
気
を
使
う

機
会
が
増
え
住
宅
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
、
林
野
火

災
も
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
こ
れ
ら

の
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
や
油
断
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
ひ
と
た
び
林
野
火
災
が
発
生
す

る
と
、
と
き
に
は
貴
重
な
森
林
資
源
を
大

量
に
焼
失
し
、
隣
接
の
ま
ち
に
も
被
害
が

及
ぶ
こ
と
も
。
忘
れ
が
ち
な
防
火
上
の
注

意
事
項
を
日
ご
ろ
か
ら
家
族
み
ん
な
で
確

か
め
合
い
、
ふ
だ
ん
か
ら
生
活
の
ル
ー
ル

と
し
て
習
慣
づ
け
ま
し
よ
う
。

い
の
ち
を
守
る
、
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

住
宅
火
災（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

～
３
つ
の
習
慣
～

◉
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◉
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◉
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

～
４
つ
の
対
策
～

◉
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◉
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

◉
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◉
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

林
野
火
災
を
防
ぐ
、
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

◉
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
は
、
火

入
れ
・
た
き
火
を
し
な
い
。

◉
た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
周
囲
に
燃
え

や
す
い
物
が
な
い
と
こ
ろ
で
、
水
バ
ケ
ツ

な
ど
を
準
備
す
る
。 

◉
完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
は
、
目
を
離

さ
な
い
。 

◉
屋
外
で
た
ば
こ
を
吸
う
と
き
は
、
携
帯

用
の
灰
皿
な
ど
を
用
意
し
、
火
の
つ
い
た

た
ば
こ
を
捨
て
る
の
は
や
め
る
。 

問
日
向
市
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
52
・
２
８
４
０

火のしまつ　君がしなくて　誰がする －。

地
域
で
支
え
、
み
ん
な
で
防
ご
う「
高
齢
者
虐
待
」

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
や
施
設
な
ど
で
虐
待

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
に
気
づ

い
た
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
市
に
通
報
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
の
虐
待
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

速
や
か
に
次
の
相
談
窓
口
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護
な
ど
に
関
す
る
相

談
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
相
談（
通
報
）窓
口

　
日
向
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
・
２
１
１
１（
内
線
２
１
９
６
）

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

　
（
☎
内
線
２
１
９
２
）

尊厳あるくらし。やさしい社会の実現を目指して－。
　
高
齢
化
や
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
個
人

や
家
族
に
よ
る
高
齢
者
の
介
護
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
な
か
で
、
介
護
と
並
ん

で「
高
齢
者
へ
の
虐
待
」が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
に
は
、
暴
力
行
為
で
痛
み

を
与
え
る
な
ど
の「
身
体
的
虐
待
」、
食
事

を
与
え
な
い
、
長
時
間
放
置
な
ど
の「
ネ

グ
レ
ク
ト
」、
暴
言
や
無
視
、
嫌
が
ら
せ

な
ど
の「
心
理
的
虐
待
」、
わ
い
せ
つ
な
行

為
を
す
る
な
ど
の「
性
的
虐
待
」、
無
断
で

財
産
を
処
理
し
利
益
を
得
る
な
ど
の「
経

済
的
虐
待
」が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
こ
の
た
び
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
虐
待
の
防
止
お
よ
び
早
期
発
見
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
と
も
に

「
日
向
市
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
営
協
議
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
虐
待
の
事
例
検

討
・
調
査
お
よ
び
早
期
介
入
の
対
応
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
、
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る

情
報
交
換
・
状
況
把
握
な
ど
に
努
め
、
さ

ら
に
高
齢
者
の
保
護
、
養
護
者
に
対
す
る

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
は
、
あ
な
た
の
身
近
に
起

こ
り
う
る
問
題
で
す
。
高
齢
者
や
家
族
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
、

高
齢
者
と
家
族
を
救
う
き
っ
か
け
に
な
り

Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
、「
ブ
ル
ネ
ル
賞
」を
受
賞

　
新
駅
開
業
か
ら
今
月
で
丸
２
年
を
迎
え

た
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
。

　
地
元
耳
川
流
域
産
の
杉
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
が
高
く
評

価
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
木
材
施
設
普
及
コ
ン

ク
ー
ル
で「
林
野
庁
長
官
賞
」、
鉄
道
建
築

協
会
の
最
高
賞
に
あ
た
る「
国
土
交
通
省

鉄
道
局
長
賞
」な
ど
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
回
、
日
向
市
駅
は
鉄
道
関
連

で
唯
一
の
国
際
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
で
、「
ブ
ル
ネ
ル
賞
」と
い
う
最
高
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ネ
ル
賞
は
、
１
９
８
５
年
、
欧
米

を
中
心
と
し
た
世
界
各
国
の
鉄
道
関
連
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
ワ
ト
フ
ォ
ー
ド
会
議
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
賞
で
、
近
年
完
成
し
た
も
の
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
鉄
道
関
連
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
対
象
に
賞
を

授
与
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ペ
は
2
～
3
年

ご
と
に
開
か
れ
、
今
年
で
10
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス

な
ど
18
か
国
、
32
の
鉄
道
会
社
か
ら
た
く

さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
駅
や
車
両
な
ど
15

部
門
に
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
記
念
式
典
は
10
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
日

向
市
駅
前
で
開
か
れ
、
関
係
者
や
た
く
さ

ん
の
市
民
が
集
い
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

　
黒
木
市
長
は「
木
の
香
り
が
た
だ
よ
う
、

私
た
ち
の
駅
舎
が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
た

こ
と
は
と
て
も
名
誉
な
こ
と
。
こ
れ
か
ら

も
自
慢
の
駅
舎
を
核
に
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　
駅
舎
を
デ
ザ
イ
ン
し
設
計
し
た
東
京
大

学
大
学
院
教
授
の
内
藤
廣ひ
ろ
し
さ
ん
は「
こ
れ

ま
で
手
が
け
た
な
か
で
、
完
成
ま
で
こ
れ

ほ
ど
市
民
と
鉄
道
事
業
者
、
行
政
関
係
者

が
近
く
に
歩
み
寄
っ
て
で
き
た
駅
は
な

い
。
国
内
初
の
受
賞
を
、
と
も
に
汗
を
か

い
た
仲
間
と
よ
ろ
こ
び
た
い
。
市
民
の
み

な
さ
ん
も
大
い
に
誇
っ
て
ほ
し
い
」と
受

賞
の
よ
ろ
こ
び
を
述
べ
ま
し
た
。

日本ではじめて　最優秀賞にかがやく－。

ま
ず
は
テ
レ
ビ
を
消
し
て
、
家
族
の
時
間
を

ィ
ア
漬
け
の
現
実
・
危
険
性
、
い
か
に
こ

の
生
活
か
ら
抜
け
出
す
か
な
ど
、
ま
た
家

庭
で
取
り
組
む
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
方
法
と

意
義
を
話
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も

の
保
護
者
や
保
育
・
教
育
関
係
者
な
ど
は

興
味
深
く
耳
を
傾
け
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手

な
つ
き
あ
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
は「
テ
レ
ビ
を
見
な

い
こ
と
が
目
的
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ

レ
ビ
を
見
な
い
と
い
う
手
段
で
、
テ
レ
ビ

に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
る
大
切
な
時
間
に

気
づ
く
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
、
ま
ず
は
家
庭
で
の
生
活
か
ら

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
市
は「
家
族
だ
ん

ら
ん
・
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
」を
提
唱
し
て

い
ま
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
内
線
２
３
６
４
）

子どもたちが危ない。メディア漬けが子どもを蝕
むしば

む －。
　
０
歳
、
１
歳
と
い
う
乳
幼
児
期
か
ら
テ

レ
ビ
・
ビ
デ
オ
を
見
せ
ら
れ
、
小
中
学
生

に
な
る
と
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
携
帯
、
そ
し

て
パ
ソ
コ
ン
に
長
時
間
接
す
る
現
代
の
子

ど
も
た
ち

︱
。

　
日
本
で
テ
レ
ビ
放
送
が
は
じ
ま
っ
て
50

年
あ
ま
り
。「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
見
る
時
間
が
世
界
一

長
い
」と
の
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
と
の
長
時
間
の
接
触
で
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
は
乱
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
、
そ
し
て
言

葉
の
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は

危
機
的
状
況
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
こ
の
た
び
、
九
州
大
谷
短
期
大
学

幼
児
教
育
学
科
教
授
の
山
田
真
理
子
さ
ん

を
講
師
に「
子
育
ち
・
親
育
ち
講
演
会
」を

開
き
ま
し
た
。
山
田
教
授
は「
愛
を
感
じ

る
と
き
は
ど
ん
な
と
き
～
家
族
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
戻
せ
～
」と
題
し

講
演
。
子
ど
も
た
ち
を
蝕
ん
で
い
る
メ
デ

平成20年度全国統一防火標語

鶴野内で11月11日あった、火災防御訓練。

日向市高齢者虐待防止ネットワーク運営協議会
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乳幼児健診

いただきますから　はじめましょう

◉食べ物の命を感じる力
　私たちが食べるものは、豊か
な自然と生産者の知恵と努力が
生み出した大切なものです。
　その命の恵に感謝するこころ
を育てましょう。
◉元気なからだのわかる力
　自分自身の元気なからだを感
じ、コントロールする力を身に
つけましょう。
　これらのことは、食生活改善
推進協議会が開く「おやこの料
理教室」で実際に話されている
ことです。家庭でも簡単にでき
ることもあるでしょう。
　皆さんも難しく考えず、ひと
つずつはじめてみませんか。

＊　＊
いただきますからはじめよう！
みやざきの健全な食生活
　宮崎県食育推進計画の目標テ
ーマは、「いただきますからは
じめよう！みやざきの健全な食
生活」です。私たちが暮らすま
ちは、自然にめぐまれ、豊かな
山の恵み、海の恵みの恩恵を受
けることができます。
　これこそ、食育をすすめるう
えでとてもよい環境といえるの
ではないでしょうか。
問健康づくり課健康増進係
　（☎内線2184）　  56・1423

　最近、「食育」という言葉を耳
にする機会が増えています。　

「食」についての関心が高まり、
自分自身の健康について考える
人が増えているからでしょう。
　「食育」とは、食材や食品、調
理といった「食べること」にはじ
まり、食事のマナーや伝統とい
った「食文化」、さらには自給率
や国際的な食糧問題などの時事
の問題に至る「食」に関するあら
ゆる分野についての「教育」を指
します。最近では学校や保育所
などに限らず地域や企業でも、
さまざまな食育活動がすすめら
れています。
　それでは、子どもに「食育」で
身につけてほしいことはどんな
ことがあるのでしょうか。
◉食べ物を選ぶ力
　自分にとって必要な食べ物を
選ぶための知識と知恵を身につ
けましょう。
◉食べ物の味がわかる力
　食べ物の本来の味やおいしさ
を正しく味わうことができるよ
うにしましょう。
◉料理する力
　料理を作ることは、自分の持
っている五感を使って、創造力・
集中力、そして計画的に仕事を
する力を育てます。

◉会場　市民健康管理センター
※母子健康手帳を忘れずに持
参してください。なお、対象
者の保護者には、はがきで通
知しています。
問健康づくり課（☎内線2184）
◉３か月児健診
対象＝平成20年９月生まれ
日時＝12月５日㈮、19日㈮
受付＝午後０時45分〜１時
◉７か月児健診
対象＝平成20年５月生まれ
日時＝12月16日㈫
受付＝午後１時〜１時30分
◉１歳児健康相談
対象＝平成19年11月生まれ
日時＝12月17日㈬
受付＝午前９時30分〜 10時
◉１歳６か月児健診
対象＝平成19年５月生まれ
日時＝12月11日㈭
受付＝午後０時45分
　　　　〜１時15分
◉３歳児健診
対象＝平成17年５月生まれ
日時＝12月18日㈭
受付＝午後０時45分
　　　　〜１時15分

おもちゃ病院ひゅうが

◉日時　12月13日㈯
　　　　午後１時〜４時
◉場所　細島保育所

（細島733）☎52・4073

「食育」は、生きる力を育てる大切なもの

読者投稿コーナー

Happy Birthday
誕生日おめでとう

柏田　倖
こ う た

汰 ちゃん
1さい（日知屋）

絵本が大好きで、食欲
旺盛なこうたくん。ゆ
っくり大きくなぁれ♡

川添 敬
け い た ろ う

太郎 ちゃん
1さい（日知屋）

音楽大好き。縦ノリ♪
横ノリ♪何でも OK! す
ぐに体が動いちゃうよ。

田原 瑞
し ず く

空 ちゃん
1さい（鶴町）

もう少しであんよでき
そう♪たくさんお散歩
に行こうね !!

海野 桧
か い と

翔 ちゃん
1さい（細島）

食べるの大好き !! お兄
ちゃんに負けないくら
いたくましくなりそう。

東村 謙
けんしん

伸 ちゃん
1さい（塩見）

やりたい放題やってま
す。お姉ちゃんと仲良
く、元気に育ってね☆

　
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
伴

う
家
族
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

地
域
で
子
育
て
を
す
る
人
は
、
子
育

て
や
育
児
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で

き
る
相
手
や
仲
間
が
身
近
に
い
な
い

な
ど
、
子
育
て
へ
の
不
安
や
精
神
的

負
担
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い

る
保
護
者
を
応
援
す
る
場
所
を
提
供

し
て
い
ま
す
。「
ひ
と
り
で
頑
張
ら

な
い
で
み
ん
な
で
子
育
て
し
ま
し

ょ
」を
目
標
に
親
子
が
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
子
育
て
の
話
し
を
し
た
り
し

て
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
に
こ
に
こ

自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
集
う
場

所
。
そ
れ
が
、
つ
ど
い
の
広
場「
た

ん
ぽ
ぽ
き
っ
ず
」で
す
。

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

い
つ
で
も　
だ
れ
で
も　
気
軽
に

　
屋
根
の
あ
る
公
園
の
よ
う
に
、
い
つ
で

も
だ
れ
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所

︱
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
遊
セ
ン
タ
ー
が
開

く
、つ
ど
い
の
広
場 「
た
ん
ぽ
ぽ
き
っ
ず
」。

　
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
場
所　
日
向
商
工
会
議
所
１
階

◉
開
設
日
時　
・火
、木
、金
曜
日
＝

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
。 

・
水
、

土
曜
日
＝
正
午
か
ら
午
後
５
時
。

◉
費
用　
無
料

◉
連
絡
先　
☎
54
・
１
６
３
５

　

地域みんなで子育て応援！

12
月
の
お
は
な
し
会

～
親
子
で「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」～

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
乳
幼
児
向
け

４
日　
11
日　
18
日　
25
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

◉
幼
児
向
け

３
日　
10
日　
17
日　
24
日

午
後
３
時
30
分
～
４
時

◉
小
学
生
向
け 

６
日　
13
日　
27
日

午
前
11
時
～
11
時
30
分

子
ど
も
映
画
上
映
会

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
12
月
14
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～

「
大
年
の
客
」「
天
福
地
福
」「
か
さ

じ
ぞ
う
」「
金
の
斧
」の
４
本
。
合
計

上
映
時
間
は
60
分
程
度
。

◉
1
月
11
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～

「
宝
の
お
お
釜
」「
雷
と
月
と
日
」「
た

ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん（
３
話
）」の
３
本
。

合
計
上
映
時
間
は
60
分
程
度
。

新
し
く
入
っ
た
本

・
も
し
風
が
見
え
る
な
ら（
安
藤
俊

介
／
ポ
プ
ラ
社
）　
・
九
州
列
車
の

旅（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
出
版
）　
・
鬼
さ
ん

こ
ち
ら
手
の
鳴
る
ほ
う
へ（
安
川
真

慈
／
木
耳
社
）　
ほ
か

ブックスタート展開中

本に親しみ、こころすこやかに
問市立図書館 ☎54・1919（春原町１-47）　
◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分 
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時 
◉12月の休館日
　1日　８日　15日　22日　28 ～ 31日

ひ
と
り
で
頑
張
ら
な
い
で　

み
ん
な
で
子
育
て
し
ま
し
ょ　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ

ス
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
始
ま
っ
た「
赤
ち
ゃ
ん
と
本

を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」を

応
援
す
る
運
動
で
す
。
３
か
月
児
健
診
の
と
き
に
、

絵
本
や
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
冊
子
な
ど
が
入
っ
た

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

つ
ど
い
の
広
場　

た
ん
ぽ
ぽ
き
っ
ず

Let`s support child raising together in our community.

おすすめの本 〜 Recommended Books 〜

interview
たんぽぽきっず

利用者の声
嶋本　美

よ し

子さん（富高）

女 の子3人の母親です。た
んぽぽきっずは、絵本や

おもちゃも充実。子どもも喜ん
でいます。幼稚園や保育園に入
園前の友達がたくさん来ていて、
ケンカもしますが、社会性を学
ぶ良い機会だと思います。私自
身もおしゃべりしたり、情報交
換をしたりと楽しく過ごしてい
ます。3人目を産む時も、たん
ぽぽきっずがあるから安心して
産めました。スタッフも優しく
見守ってくれて、リラックスし
て利用させてもらっています。

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
在
宅
医

日
向
市
東
臼
杵
郡
医
師
会

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
53
・
１
２
１
４ 

U
R
Lhttp://hyuga-ishikai.jp/

※
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
診
前
に
、
必
ず
各
医
療
機

関
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
教
育
委
員
会
は
、
来
年
4
月
に
入

学
を
控
え
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者

を
対
象
に
、「
就
学
前
相
談
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
康
面
や
発

達
面
、
ま
た
校
区
や
学
習
内
容
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
不
安
や
疑
問―

。

　
子
ど
も
が
安
心
し
て
入
学
で
き
る

よ
う
、
学
校
や
保
健
・
福
祉
・
医
療

な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。ま
ず
は
電
話
で
早
め
に
相
談
を
。

問
学
校
教
育
課
教
育
推
進
係

　
（
☎
内
線
２
４
２
４
）

就
学
前
の
不
安
や
心
配
な
ど

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

 2008.12 　��　 2008.12

かわいいフェイク・スイーツのつくり方
　　

甘 くて美しくてリッチ
なスイーツのそっく

りさんを、粘土やシリコー
ンといった身近な素材で手
づくりしてみませんか ? 
ロリポップやフィンガーフ
ードなど、17種のフェイ
ク・スイーツのつくり方を
紹介します。
氣仙えりか / 著
グラフィック社

こねこのタケシ　南極大ぼうけん

タ ケシがいたから、1
年がなごやかだった

のかもしれないー。第1
次南極越冬隊隊員たちのア
イドルこねこタケシ。タロ・
ジロたちと一緒に南極へい
ったこねこの、ほんとうに
あったおはなし。巻末にペ
ージを増補。
阿見みどり / 文
わたなべあきお / 絵　銀の鈴社

100万人のキャンドルナイト

「２ 時間、でんきを消
してキャンドルの

あかりだけで過ごしません
か ?」 こんなシンプルなよ
びかけでスタートした活動

「100万人のキャンドルナ
イト」に参加した人々の言
葉と写真を集める。
ブルー・オレンジ・スタジアム
/ 編　　アーティストハウスパ
ブリッシャーズ



市民の皆さんが日ごろから市
政に対して感じていること、
提言などを、気軽に市長に話
してもらおうと11月7日、市
長室を開放。事前に申し込み
のあった15人が参加し、地
域の医療や子育てなどの自分
たちの日常生活に密着した話
を、黒木市長と語り合いまし
た。とくに命にかかわる日向
入郷圏域の救急医療問題につ
いては、参加者の皆さんから
活発な意見が出されました。

市
長
室
を
開
放
、
市
民
と
気
軽
に
対
話

黒木市長とフリートーク

全国高校ラグビーフットボー
ル大会県予選で、日向高等学
校ラグビー部が初優勝。創部
34年目、４度目の決勝進出に
して悲願の全国大会出場を決
めました。選手は11月11日、
優勝報告に黒木市長を訪ね、
児玉大輔主将が「チーム一丸
となって、花園の地で日向旋
風を巻き起こしたい」と決意
を述べました。夢にまで見た
大舞台は、東大阪市近鉄花園
ラグビー場で12月27日開幕。

日
向
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
、
悲
願
か
な
う

ラガーマンの聖地、花園へ

市青少年育成センターが取り
組む、青少年健全育成活動。
このたび、市民の皆さんに青
少年に有害な図書などを投函
してもらう白いポストを日向
ライオンズクラブが寄贈し、
大王谷コミュニティセンター
に設置されました。市内には、
ほかに五十猛神社よこ、中央
公民館、日知屋公民館、市役
所入り口、道の駅とうごうに
あります。投函された有害図
書類は回収後、処分されます。

青
少
年
を
取
り
巻
く
、
環
境
浄
化
に
協
力
を

有害図書類は白いポストへ

「新作名刀展」で刀剣制作の最
高賞の日本美術刀剣保存協会
長賞を受賞した刀匠の松葉一
路さん（49歳：平岩）。また
このたび、宮崎県の芸術文化
の向上、発展に大きく寄与し
たと功績が認められ平成20
年度宮崎県文化賞を受賞しま
した。たくさんの人がお祝い
にかけつけた受賞祝賀会で松
葉さんは、「一層精進し、こ
れからも若い世代に刀剣の魅
力を伝えたい」と話しました。

県
民
文
化
賞
受
賞
を
祝
う

刀匠「松葉一
い ち ろ

路」さん

2008.10-11　Hyuga　Times

第20回日向はまぐり碁石ま
つり囲碁大会が10月26日、文
化交流センターで開かれまし
た。全国各地から６歳から92
歳までの約370人が参加。遠
くは北海道からも。たくさん
の囲碁愛好家が、自慢の腕を
競いました。京都市から出場
した糸井たづ子さん（79歳）
は、「何度か参加するうちに、
顔見知りも増えました。毎年
参加し再会するのを楽しみに
しています」と話しました。

全
国
各
地
か
ら
、
囲
碁
愛
好
家
が
集
う

はまぐり碁石囲碁大会

ひむかあかりアート展が10
月25日夜、大御神社で開かれ
ました。市の伝統工芸品「美々
津和紙」を使った手作りの灯
ろう約100基を展示。思い思
いの絵画や水墨画などが描か
れた灯ろうは、市内小中学生
などが制作したものです。こ
の日は、年に一度の大御神社
例大祭「宵祭り」。会場を訪
れたたくさんの人たちが、足
もとをあかるく照らす幻想的
な灯火の列を鑑賞しました。

幻
想
的
な
あ
か
り
に
酔
い
し
れ
る

ひむかあかりアート展

　
１
月
末
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け
て
奉

納
さ
れ
る
諸
塚
の
夜
神
楽
。
そ
れ
ぞ
れ

の
神
楽
宿
に
は
神
高
屋
が
建
立
さ
れ
、

八
百
万
の
神
々
を
迎
え
る「
舞
い
入
れ
」

は
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。
夜
を
徹
し
て

舞
わ
れ
る
神
楽
は
勇
壮
で
神
秘
的
。
地

元
の
人
が
ふ
る
ま
う
お
神
酒
や
料
理
で

幻
想
的
な
神
楽
を
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

◉
戸と
し
た下

神
楽

・
日
時　

１
月
24
日
㈯
午
後
１
時
ご
ろ

か
ら
、
翌
25
日
㈰
の
昼
前
ま
で
。

・
場
所　
荒あ
ら
た
に谷
地
区　
戸
下
集
会
所

◉
南み
な
み
が
わ川

神
楽

・
日
時　

１
月
31
日
㈯
午
後
１
時
ご
ろ

か
ら
、
翌
２
月
１
日
㈰
の
昼
前
ま
で
。

・
場
所　
南
川
地
区　
梅う
め
の
木

◉
恵え

ご後
の
崎さ
き

神
楽

・
日
時　

２
月
14
日
㈯
、
午
後
１
時
ご

ろ
か
ら
深
夜
ま
で
。

・
場
所　
松
の
平
地
区　
恵
後
の
崎

問
同
村
観
光
協
会
☎
65
・
０
１
７
８

広域情報掲示板
神
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来

諸
塚
の
夜
神
楽

子
ど
も
た
ち
に
夢
を―

。
中
心
市
街
地
一
帯
が
10
月
25
日
、「
パ
ン
プ
キ
ン
共
和
国
」に
。
オ
バ
ケ
や
魔

法
使
い
、
お
姫
様
な
ど
、
思
い
思
い
の
衣
装
で
仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
た「
ま
ち
な
か
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
２
０
０
８
」。
約
８
５
０
０
人
の
市
民
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

恒
例
の
オ
バ
ケ
ツ
ア
ー
に
は
、

仮
装
し
た
約
３
０
０
人
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
。「
お
菓
子
を
く
れ

な
き
ゃ
、い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う
よ
」

と
呪
文
を
唱
え
、
商
店
街
を
巡
り

り
ま
し
た
。

　
会
場（
共
和
国
）内
に
は
、
当
日

限
定
の
通
貨（
パ
ン
プ
）を
扱
う
銀

行
や
郵
便
局
な
ど
も
設
け
ら
れ
、

屋
台
村
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
も
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
特
設
さ

れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
メ
イ
ン

の
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
約
30

グ
ル
ー
プ
が
出
場
し
、
か
わ
い
ら

し
い
手
作
り
の
衣
装
な
ど
を
披

露
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
、
大
人
も

子
ど
も
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
一
日
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　
22
日
夜
に
は
、
前
夜
祭
ラ
イ
ブ

も
。
駅
前
の
娯
楽
施
設
立
体
駐

車
場
内
が
ラ
イ
ブ
会
場
に
早
変

わ
り
。
ア
ン
デ
ス
の
音
楽
を
約

１
２
０
人
が
鑑
賞
し
、
大
人
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Hyuga Timesまちの話題
	

	
	

	
	

　
ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
０
８

オ
バ
ケ
た
ち
が
、
ま
ち
な
か
を
占
拠

前夜祭ライブ

まちなかハロウィン仮装コンテスト
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まちかどで
フリートーク

このコーナーでは、取材先などで出会った
「まちのひと」たちの声を紹介します。

美 々津にある三股病院で管理栄養士
として働いています。日向高校ラ

グビー部の OB で26期生。OB 会の事務
局長をしています。現役のころ花園予選
決勝で涙をのんだ苦い経験があります。
先月の初優勝は、感激して夢を見ている
ようでした。花園にも応援に行きます。

管理栄養士の

山口　泰
や す し

士 さん
（高砂町：24歳）

㊗花園出場　〜がんばれ！日向高校ラグビー部〜

海の駅「ほそしま」に、ぜひおいでください

日向市漁業協同組合女性部

黒木　弥生 さん
（細島：55歳）

幼 稚園の訪問は、私の仕事の
ひとつです。子どもたちに

私のふるさと「アメリカコロラド州」
の話をすると、園児たちは「冬はず
っと雪が降っているし、コロラド州
っていいところだね！」とよく言い
ます。私はいつも、「いや、私は雪
はもう飽きてしまっているので、日
向のように、天気はいいほうがいい
よ」と答えます。
　さて、クリスマスも近づいてきま
した。今月は、アメリカのクリスマ
ス事情について書きます。
　アメリカでは12月上旬から、ク
リスマスの雰囲気づくりのために、
イルミネーションで自宅を飾り付け
ます。クリスマスには、きれいに飾
られたまちを、家族や恋人と一緒に
見て回るのも、アメリカの習慣のひ

とつです。コロラド州では、クリス
マスのころは雪が降り、「ホワイト
クリスマス」になることも少なくあ
りません。そんな時は、家の暖かい
部屋の中で、ゲームをしたり、テレ
ビを見たりして家族と楽しく過ごし
ます。私の家では、クリスマスイブ
に集まったプレゼントの中からみん
な一個だけ選び、妹や弟と一緒にわ
くわくしながらプレゼントの箱を開
けていました。
　クリスマスの思い出は、昔からず
っと大切な記憶として頭の中に残っ
ています。「雪はもう飽きた」と言っ
たものの、やはりコロラド州のクリ
スマスが大好きですね。
　日向の皆さん、雪は降らなくても、
家族を大切にして楽しいクリスマス
過ごしてください！

My name is David.　 I came from the United States. 

文 : アメリカから来た日向市国際交流員　デビッド・ピント カーペンター（22）

D ピントはバッチリ

avid	Times
デビッド　　タイムズ
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Ｂreak Time ちょっと一息

メリー・クリスマスよりも、
「ハッピー・ホリデイズ！」

　アメリカは「移民の国」。いろいろ
な宗教の人たちが暮らしています。
クリスマスは、キリスト教徒にとっ
ては祝日ですが、そうではない宗教
もたくさんあります。どんな信仰の
人に対しても失礼になららないよう
に、Merry Christmas とあいさつ
するよりも、Happy Holidays（ハ
ッピー・ホリデイズ）といったほう
がいいともいわれています。

駅前であったまちなかハロウィン。
トナカイに仮装して楽しみました。
2008年10月25日㈯。

先 月オープンした海の駅「ほそしま」。
レストランでは、新鮮な海の幸を

材料に、私たちが腕によりをかけて料理
します。おすすめは、細島の郷土料理「こ
なます」。地獲れカツオの風味が好評で
す。主人と息子は、マグロ漁で遠洋へ。
お正月には帰ります。今から楽しみです。

▲

人がまちをつくる
Human

地
元
産
の
そ
ば
粉
１
０
０
％
使
用　
～
田
舎
風
味
が
自
慢
で
す
～　

年
越
し
は
、ぜ
ひ「
牧
水
そ
ば
」で

牧水そば　since1988

牧水公園に昭和63年完成した無料
休憩所「牧水庵」で、地元坪谷・仲
深地区の食生活改善グループが提
供したのがはじまり。その後、広
がりをみせ牧水ふるさと加工グル
ープが量産化。現在は、東郷町ふ
るさと公社が引き継ぐ。年間２万
食（平成19年度）を売り上げる人気。

や
や
太
め
。
か
み
ご
た
え
は

十
分
。つ
な
ぎ
も
一
切
入
っ

て
な
い
。
東
郷
町
ふ
る
さ
と
公
社
が

販
売
す
る「
牧
水
そ
ば
」。
一
度
食
べ

た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
、
昔
な
が
ら
の

田
舎
風
味
。そ
ば
を
食
べ
る
た
め
に
、

市
外
か
ら
東
郷
を
訪
れ
る
人
も
多
い

と
い
う
。
原
料
の
そ
ば
粉
は
、
東
郷

町
内
と
美
々
津
百
町
原
の
農
家
が
生

産
し
た
も
の
。
す
べ
て
地
元
産
。
道

の
駅
と
う
ご
う
に
あ
る
物
産
館「
詩

季
彩
」レ
ス
ト
ラ
ン
と
、
牧
水
公
園

牧
水
庵
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
道
の
駅
内
に
あ
る
農
産
加
工
施
設

ふ
る
さ
と
味
工
房
で
は
、
そ
ば
打
ち

の
体
験
も
で
き
る
。
自
分
た
ち
で
そ

ば
粉
を
こ
ね
、
の
ば
し
、
好
み
の
太

さ
に
切
る
。
ゆ
で
あ
が
っ
た
そ
ば

の
香
り
を
楽
し
み
、
そ
の
場
で
食

べ
る
こ
と
も
。
体
験
料
は
、
１
団
体

２
５
０
０
円
か
ら
。
５
～
６
人
前
の

そ
ば（
５
０
０
㌘
）が
で
き
る
。
加

工
す
る
量
に
応
じ
て
料
金
は
変
わ
る

が
、一
人
で
も
体
験
で
き
る
と
い
う
。

ＤＡＴＡ

▲持ち帰り用　牧水そば（２人前）
　つゆ付き 600円 つゆなし 400円
◉予約先　☎68・3070

Human人がまちをつくる

楽しいクリスマスを      

　
ふ
る
さ
と
味
工
房
で
働
く
黒
木
桂

子
さ
ん（
寺
迫
）は
、「
わ
た
し
た
ち

が
心
を
こ
め
て
打
つ
、
自
慢
の
十
割

そ
ば
。
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
ほ

し
い
。
体
験
も
お
気
軽
に
」と
話
す
。

　
東
郷
町
ふ
る
さ
と
公
社
は
、
今
年

も
年
越
し
用「
牧
水
そ
ば
」の
予
約
を

受
け
付
け
る
。
地
方
発
送
も
可（
送

料
別
）。予
約
は
、12
月
25
日
ま
で
に
。

　

今
年
の
大
晦
日
は
、
家
族
で「
牧

水
そ
ば
」を
食
べ
、
い
く
年
を
振
り
返

り
、
来
年
の
多
幸
を
願
っ
て
み
て
は
。

▲

福岡県から来た、若山牧水とふれあうモニターツアー
一行にそば打ちを指導する荒砂美知代さん（仲深＝写真：左）。
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歴史探訪

道駅食楽

宮
崎
市
の
赤
江
か
ら
佐
土
原
、
都
農
、

延
岡
を
経
て
、
大
分
に
通
じ
る
道

を
、
む
か
し
は「
豊ぶ
ん
ご
か
い
ど
う

後
街
道
」と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
現
在
の
国
道
10
号
線
の
道
筋
と
重
な

る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
な
か
に
は
す
で
に

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
場
所
や
、
現
在
と
ま
っ

た
く
違
っ
た
ル
ー
ト
を
通
っ
て
い
た
場
所
も

あ
り
ま
す
。

　
豊
後
街
道
が
い
つ
ご
ろ
で
き
た
の
か
、
に

つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

元
禄
14（
１
７
０
１
）年
の
日
向
国
絵
図
に

は
、
す
で
に
街
道
が
描
か
れ
て
い
ま
す
の
で

か
な
り
古
い
歴
史
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
絵
図
に
は「
一い
ち
り
づ
か

里
塚
」も
描
か

れ
て
い
ま
す
。
一
里
塚
と
は
、
江
戸
幕
府
の

令
で
、
江
戸
の
日
本
橋
を
起
点
に
全
国
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
大
き
な
道
路
の
そ
ば

に
旅
行
者
の
目
印
と
し
て
、
１
里（
約
4
㌔
）

ご
と
に
塚（
土
盛
り
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
里
塚
は
か
つ
て
、
旅
を
す
る
人
た
ち
に

と
っ
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
標
識
の
役

割
を
果
し
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
明
治
時
代

に
入
る
と
、
一
里
塚
に
か
わ
っ
て
石
柱
の
標

識
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
美
々
津
地
区
の
新
町
か
ら
石
並
に
向
っ
て

歩
く
と
、
海
岸
に
通
じ
る
交
差
点
が
あ
り
、

付
近
に
高
さ
一
㍍
ほ
ど
の
石
柱
が
建
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
石
柱
は
、
明
治
35（
１
９
０
２
）

年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
宮
崎
︱
大
分
︱

都
農
︱
富
高
ま
で
の
距
離
が
刻
ん
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
石
柱
は「
道
路
元
標
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
細
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
前
に
も
あ
り
、
か
つ
て
は
交
通
の
要

所
に
必
ず
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、「
交
差
点
の
見
通
し
が

悪
い
」、「
交
通
の
邪
魔
に
な
る
」な
ど
の
理

由
か
ら
、
か
つ
て
惜
し
げ
も
な
く
抜
き
取
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
道
路
元
標
は
、
道
の
変
遷
を
通
し
て

郷
土
の
文
化
や
経
済
の
交
流
を
物
語
っ
て
く

れ
る
重
要
な
遺
物
。
こ
れ
か
ら
も
た
い
せ
つ

に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日 

向
名
物
ひ
ょ
っ
と
こ「
う
い
ろ
う
」

は
、
米
粉
と
砂
糖
を
練
り
合
わ
せ

た
も
の
を
蒸
し
て
作
り
ま
す
。
添
加
物
な
ど

は
一
切
な
し
。
白
砂
糖
と
黒
砂
糖
で
自
然
の

色
を
出
し
て
い
ま
す
。
完
全
手
作
り
の
１
日

10
～
20
個
の
限
定
販
売
で
す
。
ぜ
ひ
、
手
作

り
の
味
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ひょっとこ「ういろう」
一袋　400円
◉道の駅ひゅうが
　（☎56・3809）

道の駅ひゅうが「12月のイベント情報」

美々津地区にある豊後街道「道路元標」

アクセス　日向市歴史民俗資料館から徒歩約５分
文・写真　教育総務課文化財係（☎内線2415）

ふるさと市場
　冬野菜・果実・新米・加工品などが続々と入荷中。
　◉日時　毎週水曜日と、土・日・祝日。
　　　　　午前８時から午後５時まで。
　　　　※年末は、12月28日㈰まで。

　　　　年始は、１月７日㈬から。
ふるさと味工房　☎68・3070
　そば打ち体験もできます（事前に予約が必要です）
物産センター詩季彩
　牧水そばにソフトクリームが大好評！
　◉営業時間　午前８時30分から午後６時。
　　　　　　　  休館日は、年末年始のみ。
　東郷町ふるさと公社☎68・3072

道の駅とうごう「年末のお出かけ情報」

掛け干し「もち米」
◉ふるさと市場
　☎68・3070

限
定
品「
手
づ
く
り
う
い
ろ
う
」と

と
う
ご
う
の
、
掛
け
干
し「
も
ち
米
」

郷
土
の
文
化
財
�　
～
道
の
歴
史
～

豊
後
街
道「
道
路
元が

ん
ぴ
ょ
う標
」を
訪
ね
る

f o o d

w a l k

今
年
の
秋
、
東
郷
町
内
で
収
穫
さ
れ

た
新
米「
も
ち
米
」で
す
。
天
日
の

下
で
秋
風
に
さ
ら
し
て
乾
燥
さ
せ
て
い
ま

す
。
昔
な
が
ら
の「
掛
け
干
し
」で
す
。
味
も

ね
ば
り
も
絶
品
。
お
正
月
用
の
餅
は
も
ち
ろ

ん
、
赤
飯
や
お
こ
わ
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

◉お舟出の湯営業時間　午前10時から午後10時まで。
◉12月の休館日　1日㈪、15日㈪　31日㈬
　日向サンパーク温泉お舟出の湯☎56・3800
・定期寄席
　日時　12月13日㈯　午後１時から
◉お得な前売券販売中（12月限定）
　11枚綴り　4,000円
◉忘・新年会予約受付中
　料理や送迎バスなどについては、お気軽に
　問い合せください。
◉新しい年は温泉で〜初日の出営業〜
　 元旦は、早朝６時から初日の出営業します。
◉道の駅ひゅうが　31日㈬と、元旦は休館します。

「
ご
み
処
理
有
料
化
」の
審
議
経
過　
❷

 
 

～
日
向
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
～

　
　
　
　
　現

在
、
日
向
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
で
は
、「
一
般
廃
棄
物
処
理

の
有
料
化
」お
よ
び「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
資
源
化
」に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
前
号
に
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
に
開
い
た

６
回
の
審
議
会
、
ま
た
先
進
地
の
視
察
・
研

修
を
踏
ま
え
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る「
有

料
化
計
画（
素
案
）」お
よ
び「
プ
ラ
」類
の
回

収
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

有
料
化
の
対
象
、
負
担
の
仕
組
み
は
？

　
「
家
庭
系
・
事
業
系
の
燃
や
せ
る
ご
み
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
一
般
廃
棄
物
」が
有
料

化
の
対
象
で
す
。

　
負
担
の
仕
組
み
は
、
全
国
で
最
も
採
用
数

の
多
い
単
純
従
量
制（
ご
み
の
排
出
量
に
応

じ
た
負
担
）が
市
民
の
皆
さ
ん
が
理
解
し
や

す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
数
料
の
徴
収
方
法
は
？

　
有
料
の
ご
み
袋
を
利
用
し
て
も
ら
う
指
定

ご
み
袋
制
で
す
。
袋
に
入
ら
な
い
粗
大
ご
み

に
は
、
有
料
の
ご
み
処
理
シ
ー
ル
券
を
貼
付

し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
み
を
排
出

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
取
り
扱
い
が

簡
単
で
、
ま
た
ご
み
の
減
量
効
果
を
実
感
し

や
す
く
、
さ
ら
に
負
担
の
公
平
性
が
確
保
さ

れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
先
進
自
治
体
で
は
、
有
料
の
指
定
ご
み
袋

の
大
き
さ
を
大
・
中
・
小
に
区
分
し
て
い
る

の
が
多
い
状
況
で
す
。
異
な
る
大
き
さ
の
ご

み
袋
で
市
民
の
利
便
性
を
図
り
、
ま
た
ご
み

の
減
量
化
に
努
め
て
排
出
量
が
少
な
い
家
庭

は
、
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
指
定
ご
み
袋
で
ご
み

を
出
す
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

　
低
所
得
者
な
ど
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
措

置
は
、
対
象
と
な
る
人
に
も
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
に
協
力
し
て
も
ら
お
う
と
、
収
集
回

数
に
応
じ
た
枚
数
を
配
布
す
る
方
式
と
は
せ

ず
、
そ
の
他
の
方
式
を
審
議
中
で
す
。

　
資
源
物
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
有
料
化
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

こ
と
で
、
資
源
化
、
減
量
化
の
促
進
や
環
境

意
識
の
高
ま
り
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
で
、「
プ
ラ
」類
の
回
収
を
試
行
。

　
市
は
、
こ
の
た
び
市
内
の
２
つ
地
区
を
モ

デ
ル
に「
プ
ラ
」類
の
回
収
を
は
じ
め
ま
し

た
。塩
見
地
区
奥
野
は
11
月
５
日
か
ら
試
行
、

財
光
寺
地
区
川
路
で
も
、
地
域
住
民
を
対
象

に
説
明
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
２
つ
の
モ
デ
ル
地
区
で「
プ
ラ
」類

回
収
を
試
行
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
問
題

点
な
ど
が
あ
る
か
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

問
環
境
整
備
課
･
環
境
政
策
係　

☎
53
・
２
２
５
６

健康一番

環境問題

ecology

hea l th

近
年
、
健
康
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
で
も
健

康
に
つ
い
て
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
生
活
習
慣
の

乱
れ
な
ど
か
ら
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
割
合
は
、
ま
す
ま

す
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
食
事
は
生
き
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
が
、
健
康
を
考
え
る
と
き
に
も
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
す
。

　

そ
の
中
で
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
朝
食
の
欠
食
。
厚
生
労
働
省
が
毎
年

行
っ
て
い
る「
国
民
健
康・栄
養
調
査
」で
は
、

男
性
の
３
割
、
女
性
の
２
割
が
朝
食
を
食
べ

な
い
と
回
答
し
、
欠
食
率
は
平
成
11
年
以
降

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
20
～
30
代
の
若
い
世
代
で
欠
食
率
が

高
く
、
最
近
で
は
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に

も
そ
の
傾
向
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。　

　
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
な
ぜ
朝
食
を
食
べ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
朝
食
は
、
寝
て
い
る
間
に
低
下
し
た
体
温

を
上
げ
て
、
活
動
す
る
た
め
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
を
と

る
こ
と
で
、
や
る
気
や
集
中
力
を
増
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
や
せ
た
い
人
の

な
か
に
も
朝
食
を
と
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
食
事
を
ぬ
く
こ
と
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
の
働
き
が

強
ま
り
、
基
礎
代
謝
も
悪
く
な
り
、
か
え
っ

て
太
り
や
す
い
体
質
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
に
な
り

や
す
い
リ
ス
ク
も
高
ま
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
き
ち
ん
と
と

り
、
で
き
る
だ
け
か
ら
だ
を
動
か
す
習
慣
か

ら
毎
日
の
健
康
は
生
ま
れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
、

ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
か
ら
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
が
、
健
康
づ
く
り
の
第
１
歩
で
す
。

問
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

　
　　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
１
８
３
）

～
健
康
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
か
ら
～

食
べ
て
い
ま
す
か
？　
朝
食
を

理想的な朝食のメニュー

主食・主菜 ･ 副菜と果物、乳製品などを上手に組み合わ
せた朝食をとりましょう！
◉理想的な朝食の献立例 
 （洋食）
パ ン、 野 菜 ス ー プ、
サラダ、ヨーグルト

（和食）
ご飯、具だくさんの味噌
汁、お浸し、季節の果物
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10月26日から、宮崎県最低
賃金は、時間給627円に改正

　宮崎県最低賃金（地域別）が、10月
26日に改正。臨時・パート・アルバ
イトを含むすべての労働者に適用され
る最低賃金は「時間給627円」です。
問宮崎労働局労働基準部賃金室
☎0985・38・8836

ネットでどこでも
申告・納税「ｅ -Tax」

　インターネットで「国税電子申告・
納税システム（e-Tax）」を利用するこ
とで、国税に関する次の手続きが自宅
や事務所で済ませることができます。
◉利用できる手続き
①所得税、法人税、消費税、酒税およ
び印紙税の申告。
②すべての国税の納税。
③法定調書などの申請・届出など。
　詳しいことは、国税庁 e-Tax ホーム
ページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）を
ご覧ください。
問延岡税務署 ☎0982・32・3301

償却資産（固定資産税）の申告
は2月2日月までに

　　
会社や個人で工場や商店などを経営す
る人が、事業のために用いている構築
物、機械および器具・備品などの有形
固定資産を償却資産といい、土地や家
屋と同じように固定資産税が課税され
ます。償却資産を持つ人は、地方税法
第383条の規定により、毎年1月1日現
在の所有状況を１月31日までに申告
することになっています。平成21年
の当該日は、土曜日で閉庁のため、2
月2日㈪までに申告してください。

◉資産種類ごとの主な償却資産

構
築
物

構築物
路面舗装（駐車場等）、
側溝、緑化施設、その
他土地に定着した土木
設備、看板など

建物付
属設備

借店舗・借事務所等に
施した造作費、受変電
設備、屋外給排水設備
など

機械及び
装置

土木建設機械、印刷機
器、製造機器、クリー
ニング設備など

船舶 漁船、しゅんせつ船、
遊漁船など

航空機 飛行機、ヘリコプター
など

車両及び
運搬具

フォークリフト等の大
型特殊自動車、農業用
トラクターなど

工具器具
及び備品

冷蔵庫、陳列ケース、
パソコン、音響機器、
キャビネット、クーラ
ーなど

問税務課資産税係（☎内線2129）

犯罪被害者の権利を守る
〜各種被害者支援制度〜

　警察は、犯罪被害者の権利を守るた
め、次のような支援をしています。
◉被害者連絡制度　捜査に支障のない
範囲で、捜査状況などの情報を提供し
ます。
◉指定被害者支援要員制度　捜査を進
める一方で、捜査員とは別に指定され
た警察職員（指定被害者支援要員）が、
現場検証や病院などへ付き添い、また
心配ごとなどの相談に応じます。
◉医療費等支出制度　事件を立件する
ために警察に提出する診断書などの費
用、身体犯罪の被害者が医療機関での
受診が必要な場合、初診料などの一部
が公費で支出される場合があります。
◉一時居住場所（宿泊施設）使用料の支
出制度　犯人などからの再被害の恐れ
があるなどの理由で自宅に帰れないと
きなど、緊急または一時的に宿泊を利
用する必要がある場合、その使用料が
公費で支出される場合があります。
※その他、犯罪被害者給付金制度など

の支援制度もあります。詳しくは、問
い合わせください。
問宮崎県警察本部☎0985・31・0110
または日向警察署☎53・0110

シラスウナギ（うなぎ稚魚）の
採捕には知事の許可が必要

　平成20年11月21日から平成21年3月
6日までの間、県内の各河川では増・
養殖用種苗を確保するため、シラスウ
ナギ（うなぎ稚魚）の特別採捕が行われ
ています。シラスウナギ稚魚の採捕は、
あらかじめ知事の特別採捕許可が必要
です。許可を受けていない人が採捕す
ると犯罪行為として刑罰に処せられま
す。また、「うなぎ稚魚の取扱いに関
する条例」に基づく県の登録（うなぎ稚
魚の取扱者登録）をせずに、全長25㌢
以下のうなぎ稚魚の所持・売買などを
行った場合も同様に処罰されます。
　なお、本年度の許可申請受付は、す
でに終了しています。
問県水産政策課☎0985・26・7146

１月11日日
日向市「成人式」式典

◉日時　平成21年１月11日㈰
　受付＝９時30分、開式＝10時から。
◉場所　市文化交流センター
◉対象　昭和63年4月2日から平成元
年4月1日までの間に生まれた人。
※対象者には、事前に出欠確認の往復
ハガキを送付しています。返信をして
いない人、市外在住などでハガキが届

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION
お知らせ

Info

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷町地域自治センター ☎69・2111㈹
ホームページで最新情報をチェック！ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

いていない人も、当日受付で参加でき
ます。※家族も式典に参加可。
問生涯学習課（☎内線2820）

元気な集落づくりに取り組む
「いきいき集落」を募集

　中山間地域は、県土の保全、水源の
涵養など、県民の生活を守る重要な役
割を果たす一方で、過疎化・高齢化の
進行や担い手の減少などにより、集落
における地域活力や多面的機能の低下
が懸念されています。
　県では、元気な集落づくりを目指し、
集落の活性化について集落住民自らが
考え、取り組みを行なっている集落を

「いきいき集落」として募集します。認
定された集落は、県のホームページな
どで、取り組み内容などが広く全国へ
発信されます。
◉募集期間　12月末日まで。
詳しくは、問い合わせください。
問宮崎県総合政策課中山間・地域対策
室☎0985・26・7036または企画課企
画調整係（☎内線2214）

市立図書館の嘱託員として
働きませんか？

　市立図書館では、次のとおり嘱託員
を募集します。
◉職務内容　・図書の個人貸出および
団体貸出に伴うカウンター業務。・蔵
書管理および貸出利用などに伴う分
類、装備とパソコン処理。・図書館行
事の企画、運営。・その他、図書館に
関する業務など。
◉採用期間　平成21年４月１日〜22
年３月31日（再任可）
◉勤務時間　週30時間以内　①早
出＝午前８時30分から午後５時ま
で。②遅出＝午前10時15分から午後
６時45分まで。
◉報酬　月額 14万６千円

◉福利厚生　健康保険、厚生年金、雇
用保険に加入。
◉募集人員　３人程度
◉応募資格　次の要件をすべて満たし
ていること。①日向市内に住所を有す
る人。※ただし現在学生などの場合
は、事前に問い合わせください。②司
書（司書補）、学芸員、学校司書のいず
れかの有資格者（取得見込可）。③普
通自動車の免許を有している人。④健
康で、図書館業務に適すると認められ
る人。
◉募集期間　12月９日㈫から平成21
年１月９日㈮まで。※郵送の場合は、
１月９日㈮の当日消印有効。
◉提出書類　自筆履歴書（市販Ａ４版
のものを使用）、写真貼付。
◉選考方法　書類審査、作文、面接
問�申 市立図書館　☎54・1919

自衛隊日向地域事務所から
お詫びと訂正

　先月発行の広報ひゅうが11月号で、
募集しました募集種目「陸上自衛隊生
徒」については、来年度からの制度変
更が予定され、いまだ詳細が決定して
いません。受験を希望する人は12月9
日以降、募集事務を担当する自衛隊日
向地域事務所へご連絡ください。
　制度の変更が明らかになり次第、速
やかに募集内容の詳細についてお知ら
せします。なお、入（隊）校は平成21年
４月上旬を予定しています。　
　問い合わせいただきました皆さん
に、お詫びし訂正させていただきます。
問自衛隊日向地域事務所☎52・6914

県立産業技術専門校高鍋校
建築科・塗装科訓練生を募集

　県立産業技術専門校高鍋校は、中卒
以上を対象とした平成21年度の建築
科・塗装科の訓練生を次のとおり募集

しています。
◉募集人員　各科20人
◉訓練期間　１年間
◉願書受付　平成21年１月５日㈪か
ら27日㈫まで。
◉試験日　平成21年２月10日㈫
◉選考方法　筆記試験（国語・数学）、
職業適性検査および面接。
詳しくは、問い合わせください。
問県立産業技術専門校高鍋校
☎0983・23・0523

12月7日日　参加料無料
日向ひまわりフォーラム

　日向ひまわりフォーラムは、「一人
ひとりが大切にされるまち日向」を基
本理念に、男女共同参画社会の実現に
向けて、市民主体の実行委員会が企画
したイベントです。
　｢リフレッシュ！心と体｣の体験コー
ナーや｢地産地消」試食コーナーなど、
みんなで楽しみめる企画がたくさんあ
ります。たくさんの皆さんの参加をお
待ちしています。
◉日時　12月7日㈰　午前10時から午
後4時まで。
◉場所　中央公民館
◉内容　・分科会、体験コーナー＝午
前10時から正午。　・試食＝正午か
ら午後１時30分。　・トーク＆ライ
ブ（講師：市場恵子さん、市場尚文さ
ん）＝午後２時から4時。
問日向市男女共同参画社会づくり推進
ルーム「さんぴあ」☎50・0300

問は問い合わせ先、�申は申請、または申し込み先の略です。

募　集
Recruit

催　し
Event
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くらしの相談日　まずは気軽に相談してください。
◉
人
権
相
談

日
時　
12
月
４
日
㈭　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　
美
々
津
公
民

館　
細
島
公
民
館　
社
会
福
祉
協
議

会
東
郷
支
所

◉
行
政
相
談

日
時　
12
月
４
日
㈭　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
中
央
公
民
館

＊　
　
＊

日
時　
12
月
17
日
㈬　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
社
会
福
祉
協
議
会
東
郷
支
所

※
毎
月
第
２
、
第
3
金
曜
日
、
午
前

9
時
30
分
～
正
午
。「
さ
ん
ぴ
あ
」で

も
受
付
中
。
☎
55
・
１
６
６
０

◉
法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

日
時　
12
月
11
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
予
約
☎
52
・
１
０
１
０

◉
年
金
巡
回
相
談

日
時　
12
月
25
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
青
少
年
ホ
ー
ム

◉
障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

日
時　
12
月
９
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
52
・
５
４
３
４

◉
介
護
保
険
の
説
明
会

日
時　
12
月
15
日
㈪

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◉
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方
法　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

日
時　
（
月
、
火
、
木
、
金
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
さ
ん
ぴ
あ
☎
55
・
１
６
６
０

◉
青
少
年
相
談

方
法　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

日
時　
毎
週 

火
～
金
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

対
象　
幼
児
、
小
・
中
・
高
校
生
、

　
　
　
青
年
な
ど
。

場
所　
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
内

教
育
相
談
室　
☎
54
・
８
１
８
１

◉
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
精
神
の
病
気
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
し
て
、
精
神
科
医
と
保
健
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
に
は
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
16
日
㈫

　
　
　
（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

場
所　
日
向
保
健
所

　
　
　
予
約
☎
52
・
５
１
０
１

　12月は、あわただしさから注意力
が低下し、交通事故や犯罪による被害
が増加する傾向にあります。
　被害にあわないためには、交通ルー
ルの順守と、窃盗や多発している振り
込め詐欺などへの警戒が必要です。
　ゆとりをもって行動し、家族そろっ
て新しい年を迎えましょう。

　〜平成21年日向市消防出初式〜
　新春を飾る出初式が、次の日時に開
かれます。日向市消防団と旧東郷町消
防団が今年４月統一されて、はじめて
の出初式です。すべての団員が行進す
る光景は、見応えがあります。ぜひ、
ご来場ください。
◉日時 １月５日㈪　午前９時から
◉場所　お倉ケ浜総合公園

◉日向市消防本部☎52・2840

10月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
236 0 0

◉市民課市民相談係（☎内線2140）

10月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比51（＋1） 82（－18）

12月の納税
固 定 資 産 税 4期

国民健康保険税 7期

納付期限　12月25日㈭
口座振替　12月25日㈭

税　目 12月 １月 2月
市県民税 ４期
固定資産税 4期
国民健康保険税 7期 8期
介護保険料1号 7期 8期
後期高齢者保険料 6期 7期 8期

納税は納期内に！from Editor`s room 編集後記

さ

の

▲
▲

　「広報写真で振り返る、2008年」い
かがだったでしょうか？紙面の都合で
一部しか掲載できませんでしたが、今
年も本当にいろいろなことがありまし
たねぇ〜。皆さんも、ご自身の一年間
を振り返ってみては。良いお年を。

　11月21日オープンした海の駅ほそ
しま。郷土料理「こなます」や「ごんぐ
り」を使ったかき揚げ丼、地獲れの鮮
魚をふんだんに使った海鮮丼やまぐろ
丼などを提供。新年号では細島「食の
魅力」を特集します。お楽しみに。

Q.国民年金の遺族基礎年金制度ってどんな制度？

Ａ．遺族基礎年金とは、次の①から④のいずれかに該当す

る人が死亡したときに、その人の子の

ある妻または子に年金が支給される制

度です（子は18歳未満、障がいをもつ

場合は20歳未満の人が対象）。

①国民年金の被保険者であること。

②国民年金の被保険者であった人で、

日本国内に住所を有し60歳以上65歳

未満であること。

③老齢基礎年金受給権者であること。

④老齢基礎年金受給資格期間を満たし

た人であること。

ただし①または②に該当する人が死亡

した場合は、その人が死亡した日の属

する月の前々月までの被保険者期間の

うち保険料納付済期間と免除期間を合

算して３分の２以上あるか、死亡日の

属する月の前々月までの直近１年間に

滞納がないことが、条件となっていま

す。

◉市民課年金係（☎内線2132）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

開演＝午後６時30分から８時まで。
◉場所　東郷地区文化センター
◉ 出 演 者　DOYO 組（熊 本・ 阿 蘇 を
拠点に活躍する女性２人組。現在、
NHK 熊本「童謡これくしょん」にレギ
ュラー出演中）。
問東郷東公民館 ☎69・3910

高齢者のための住宅改修
リフォーム実習セミナー

　ポリテクセンター延岡が開く、これ
からのリフォーム実習セミナー「高齢
者のための住宅改修」土曜日コース。
下記のとおり受講者を募集します。
◉ 日 時　 １月17日 ＝ ９時 か ら12時、
24日、31日＝９時から16時。いずれ
も土曜日（全3回）。
◉場所　ポリテクセンター延岡
　　　　（延岡市土々呂町６-3028）
◉内容　模擬住宅概要、現地調査手法、
改修案作成、福祉用具検証、改善点・
再改修作業など。
◉定員　10人（定員になり次第締切）
◉受講料　8,800円（実習実費）
問ポリテクセンター延岡　開発援助課
☎0982・37・0675

日向ひょっとこマラソン
3月8日日　出場者募集

◉大会期日　平成21年3月8日㈰ 
　　　　　　※雨天決行
◉会場　お倉ケ浜総合公園
コース＝お倉ケ浜総合公園ス
タート・ゴール 
◉参加料　小学生1,000円、　
中学生1,500円、高校生2,000円、
一般3,000円、親子3,500円、ひ
ょっとこの部1,000円・2,000円。
※視覚障害者の伴走者は、参
加費不要。
◉募集種目および部門
　右表のとおり。

◉申込方法　３つの中からお好みの方
法で申し込んでください。
①インターネット（携帯）サイト
・ＲＵＮＴＥＳ
http://runnet.jp/
・スポーツエントリー
http://www.sportsentry.ne.jp/

②電話申込　☎0570・037・846
※ガイダンスに従ってください。
③大会リーフレットの払込取扱票を使
用し参加料を添え郵便局で申込む。
◉申込締切　１月16日㈮
　　　　　　※当日消印有効。
◉申込用紙（リーフレット）配布場所　
大王谷陸上競技場、サンドーム日向、
市体育センター、ほか市の各機関。
◉表彰　各種目3位まで賞状・メダルを
授与（ひょっとこの部は除く）。
◉参加賞　大会オリジナルタオル、記
録証、おにぎりなど。
◉その他　参加者、応援者など来場者
にぶた汁を用意（2,500食限定）。
詳しくは、大会ホームページ http://
www.geocities.jp/hyuga_hyottoko/ または
事務局まで問い合わせください。
問同実行委員会事務局（文化スポーツ課
内）☎53・4791 marathon@hyugacity.jp

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

sports
＆

culture

問は問い合わせ先、�申 は申請、または申込先の略です。

※ QR コード対応の携帯電話をお持ちの
人は、右のコードを読み取ると簡単にア
クセスすることができます。

種　目 部門と部門番号

ハーフ
マラソン

の部

男子
1 高校生 2 29 歳以下 3 30 歳代
4 40 歳代 5 50 歳代 6 60 歳代
7 70 歳以上

女子
8 高校生 9 29 歳以下 10 30 歳代
11 40 歳代 12 50 歳代 13 60 歳代
14 70 歳以上

2㎞の部

親子 15 小学 1 年生 16 小学 2 年生 17 小学 3 年生
18 小学 4 年生 19 小学 5 年生 20 小学 6 年生

男子 21 小学 1 年生 22 小学 2 年生 23 小学 3 年生
24 小学 4 年生 25 小学 5 年生 26 小学 6 年生

女子 27 小学 1 年生 28 小学 2 年生 29 小学 3 年生
30 小学 4 年生 31 小学 5 年生 32 小学 6 年生

5km の部
男子

33 中学生 34 高校生 35 29 歳以下
36 30 歳代 37 40 歳代 38 50 歳代
39 60 歳代 40 70 歳以上

女子
41 中学生 42 高校生 43 29 歳以下
44 30 歳代 45 40 歳代 46 50 歳代
47 60 歳代 48 70 歳以上

ひょっとこ
の部

（最長：5km）

計測あり 49 フリー ※ジョギング、ウォーキング、車
イス（競技用を除く）など自由参加
でコース内折り返し自由。車イス
は、コースの都合上で最長3.5km。計測なし 50 フリー

◉日向警察署☎53・0110

 2008.12 　1�1�　 2008.12

放送大学平成 21 年度
第 1 学期学生を募集

―放送大学はテレビで授業を行う、
　国が設置した正規の大学です―
教養学部
◉募集期間　12月15日から2月28日。
◉募集する学生
・全科履修生（卒業を目指す学生）
・選科履修生（１年間在学する学生）
・科目履修生（半年間在学する学生）
※満18歳以上で大学入学資格を持っ
ている人は全科履修生に、満15歳以
上の人は選科・科目履修生として入学
できます。また、入学試験がなく、自
宅で大学の授業が受けられます。
大学院　〜自分の学習・研究したい科
目を選択、履修する学生〜
◉募集期間　12月15日から2月28日。
◉募集する学生
・修士選科生（１年間在学する学生）
・修士科目生（半年間在学する学生）
※満18歳以上であれば誰でも入学で
きます。入学試験はありません。１科
目からでも学べます。
※詳しくは、問い合わせください。
問資料請求 〠883-8510　日向市本町
11-11　放送大学宮崎学習センター
☎53・1893（月曜、祝日休み）
願書請求フリーダイヤル
0120・864・600

12月22日月　入場無料♪
DOYO 組 童謡コンサート

　
　子どもたちといっしょに、楽しいひ
とときを過ごしませんか？
◉日時　12月22日㈪ 開場＝午後６時



表紙のよこ顔
中 心 市 街 地 な ど で10月25日
あった、まちなかハロウィン
2008（詳細は、10㌻まちの話
題で）。はじめて開かれた駅
前三輪車グランプリでは、JR
日向市駅前ロータリーがコー
スに。かわいいレーサーたち
が操る20車が出走。ゴールを
目指し懸命にペダルをこぐ姿
に、会場を訪れた
たくさんの観客か
ら大きな声援が送
られていました。
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歌
集「
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ん
き
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記
」第
６
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集

　

　

第
13
回
若
山
牧
水
賞
の
受
賞
者
が
、

千
葉
県
在
住
の
歌
人「
日ひ
た
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か
こ子
さ
ん
」

に
決
ま
り
、
10
月
21
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に
発
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さ
れ
ま

し
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。
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来
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」で
第
31
回
日

本
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人
ク
ラ
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賞
お
よ
び
第
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回
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愛
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第
43
回
短
歌
研
究
賞
。

・
作
歌
活
動

　
昭
和
54
年「
か
り
ん
」入
会
。

歌
集「
野
の
扉
」、「
牡
鹿
の
角
の
」、
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志
夫
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歌
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め
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人のうごき平成20年11月1日現在

人　口 62,820 人 （ ＋44 ）
男 29,562 人 （ ＋20 ）
女 33,258 人 （ ＋24 ）

世帯数 24.594 世帯 （ ＋25 ）

※数値は、平成17年国勢調査をもと
に算出した推計人口（現住人口）。外国
人登録者を含む。（　）内は、対前月比。

10月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
178 136 50 48

市民が奏
かな

でる “ 交響 ” 空間
優しく 強く 温かい 人とまち

日向市
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愛
し
た
国
民
的
歌
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若
山
牧
水
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ふ

る
さ
と
日
向
市
で
は
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平
成
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年
４
月
か
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山

牧
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げ
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牧
水
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努
め
て
い
ま
す
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は
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水
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遺
墨
か
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第
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回
若
山
牧
水
賞
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受
賞
者
が
決
ま
る

若
山
牧
水
賞
と
は
、
歌
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若
山
牧
水
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業
績
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永
く
顕
彰
し
よ
う
と
、
短
歌
文
学
の
分
野
で
傑
出

し
た
功
績
を
挙
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
賞
。「
宮
崎

県
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宮
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県
教
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宮
崎
日
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新
聞
社
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延
岡
市
・
日
向
市
」で
構
成
さ
れ
る
若
山
牧
水
賞

運
営
委
員
会
が
主
催
し
て
い
る
。
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